
･
人
.･7.～
..-.iP
.≠

刺
刻
さ
れ
､
別

納
に
な
る
ま
で
此
の
分
納
に
利
川
さ
九
･tJ
ゐ
る
｡

(
.i
就
)

糾
机

｢
利
鴨
Ei;
の
世
外
的
に
関
す
る
榔
兜
的
研
究
し
(
地
排

撰

研
究

.i
O
ノ
二
･
三
･
凹
)
参
州
｡

(
.J
六
)

探
洋
紙
封
氏

｢
元
締
咋
糊
の
地
球
儀
と
大
塊
供
し

(
倣
ぬ
地

珊

二
八
ノ
一
)
容
旧
u

(
1
七
)

｢
雌
敵
地
伽

L一七
ノ
四

日
紛
参
;=
:0

(
一
八
)

藤
川
先
非
氏

群
｢
日
本
地
別
離
史
L
及
'
軌
柄

｢
新
井
白
石
が

西
拝
紀
閲
及
釆
児
聖

一･E
を
解
す
に
参
考
し

た
利
.=3
榊肌
の
世
琳
問
に
就

い
て
L
(
地
珊
桝
研
究
九
ノ
い
0
)
歩
糊
州｡

二

九
)

林
朋
洗
次
郎
氏
潜

｢
他
聞
掛
虹
｣
仰
城
.)
氷
北
帝
大
問

費
仲

に
減
せ
ら
れ
.る
｡

(
二
〇
)

西
口11
敬
川

郎
氏

｢
長
久
仰
加
水
の
地
榊
に
北
き
て
｣
(
兜
蝉
邪

説
三
一
ノ
五
)

(
二
.I
)

糾
桐

｢
朽
垣
子
徹

の
課
し
た
坤
糾
粂
剛
祝
に
就

い
て
｣
(
地
球

(
二
.i
ノ

t
)
参
淵
O

ナ
ウ

マ
ン
氏
小
話
'
フ
ォ
ッ
サ

マ
グ
ナ
､
費
用
風
景

佐

川

莱

次

郎

エ
･L
ム

ン

ト

｡
ナ

ウ

マ
ン
酵

士

D
r
.

E
d
m
u
n
d

N

a
u
m
a
n
n

は

ド

イ

ツ
p

ザ

ク

セ

ン
囲

う

マ
イ

セ

ン

の

人
､

一
八

五
四

年
九

月
十
.L
H

に

生
れ

､

一
八

七

四
年

ミ
ュ

ン
ヘ
ン
大
尊
よ
-
葦
位
を
程
､
翌
年
明
治
八
年
日

本
政
麻
の
瑠
晒

敷

受
け
て
水
朝
､
来
京
大
撃
数
帥
と
な

っ
た
｡
三
年
間
地
質
及
貌
山
の
撃
産
に
地
質

･
焼
物

･

ナ
･>
マ
ン
氏
小
論
'
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
､
曹
川
風
:･::i

探
髄
の
撃
む
数

へ
た
｡
共
時
の
撃
産
に
は
地
質
の
方
に

は
瓦
奄~
部

･
山
下

｡
閲
の
諸
氏
の
級
と
富
士
谷
氏
の
級

と
が
あ
っ
た
｡
明
治
十

.i
年
内
務
省
地
理
局
内
に
地
貿

課
が
出
来
て
氏
は
其
方
に
移
-
利
口
維
四
郎
氏
と
共
は

地
質
調
査
事
業
の
創
立
事
務
は
槻

舶し
た
｡
翌
年
に
は

其
の
準
備
の
た
め
に
欧
米
に
旅
行
､
十
三
年

(
1.
八
八

云

七

四
七



地

球

i･&
二
十
八へ
巻

0
年
)
の
や
に
如
湖
'
同
年
九
月
よ
-
地
質
調
溌
外
業

を
竹
め
た
と
l.芯
は
る
｡

大
学
時
代
に
は
'
休
暇
に
は
兼
行
h
tな
し
､
随
分
ホ

値
に
i甘
ん
だ
様
だ
が
'
教
師
と
公
仕
と
の
閏
淀
で
､
E
･3

は
ね
催
過
を
受
け
た
話
も
あ
る
｡
人
出
の
ナ
ウ
マ
ン
川

Jモ ン マ ウ ナ

は
見
頃
の
記
念
物
で
あ
る
｡
論
文
ーこ
は
､｢
人
砧
火
山
｣

｢
托
1i
年
収
｣

｢
日
本
地
震
及
火
-r
L

が
あ
る
｡

欧
州
施
行

中
に
'
前
に
ラ
イ
マ
ン

氏
よ
-
鑑
定
を
現

ま
れ
ね
北
粘
法
化
村
の
研
究
を
LJ
L
､
北
渥
逆
目
唱
和

化
不
に
鵬
す
る
小
編
を

一
八
八
り
年
は
出
し
'

ブ
ラ
タ

ン
ス
氏
が
北
粘
道
書こ
ジ
ュ
ラ
紀
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
が
産
す

r
r

E:
姥

]
119
(

,

門

人

る
と
し
ね

≠
ほ
っ
d
J疑
と
挟
ん
だ
｡

=
本
部
象
の
記

(
.
八
八

JJ
)
も
此
頃
の
小竹
で
あ
る
｡
之
に
対
し
ブ
･Ti
タ

ン
ス
氏
の
駁
論
､
ナ
シ
マ
ン
氏
の
封
駿
が
あ
る
｡

明
治
十
1.<
年
地
部
課
は
農
商
務
省
地
粥
訓
(=所

と
な

っ
た
が
､
ナ
氏
は
､
卜
入
牢
録
囲
迄
､
五
年
岡
地
朋E3
朋

館
の
宜
傍
に
(=a
つ
た
｡
時
流
だ
下
川
の
時
世
と
し
て
〃

頼
す
べ
き
他
聞
は
東
-
､
地
形
糊
の
灘
作
及
非
印
刷
は

苅
望

加
で
あ
っ
た
｡
外
に
L
性
及
分
析
の
化
小
も
あ
わ

始
は
外
人
川
人
､
邦
人
j=
一
一人
の
粗

い
で
あ
っ
た
｡
l.i

年
の
問
に
地
解
凍
と
し
て
容
顔
し
た
人
NJ
H
I御
伽

･
山

は
ん

下

･
坂

･
西
川

(
卜
二
.氏
は
元
の
ラ
イ
マ
ン
氏
助
手
)
･

横
川
･山
m
･中
砧
･liS
H
･鈴
木
の
綿
氏
で
あ
っ
た
.

氏
の
妃
跡
は
三
人
比
の
出
納
に
亘
少
'
比
較
的
東
北

及
舶
来
地
方
に
精
し
-
'
其
企
僻
は
巌

一
蒔
キ
ロ
に
亘

っ
た
が
'
共
中
は
地
形
糊
h
T'作
少
つ
ゝ
少

い
た
.
～(==
時

の
勉
雌
.板
を
語
っ
た

‥
節
に
'
睦
朝
川
脈
横
断
胡
食
中

八
月
の
酷
親
の
日
に
'
西
両
氏
と
丘
柿
輪
を
押
す
人
夫

と
雀
内
省
を
従

へ
'
ニ
ト
川
灯
の
製
周
と
制
寵
に
従
jl

L
､
目
茶
れ
た

る
後
佃
二
十
キ
ロ
を
進
み
､夜
起
-
オ
p



l
J･j

ll一t■-一ll

七
の
弧
朴
は
辿
-
つ
き
村
民
を
耽
か
し
大
都
が
あ
る
0

之
は
野
栄
の
澱
高
記
銘
と
せ
る
が
普
通
平
均
の
行
軍
は

二
十
粁
で
あ
っ
た
｡
氏
は
此
異
同
を
同
時
に
す
る
調
査

方
法
を
大
に
推
奨
し
て
居
る
が
､
地
問
の
在
る
今
も
佃

精
碇
に
於
で
此
方
法
の
重
要
性
は
減
じ
て
居
ら
ね
｡
氏

の
著
藩
に
見
る
佐
川

及
飯
石
の
地
同
は
其
造
物
で
あ

る
0開
架
山
地
は
如
来
に
妊

い
か
ら
､
氏
の
澱
も
精
し
-

歩

い
光
庭
を
る
が
､
其
の
構
造
の
胤
耕
せ
る
に
苦
み
､

仰
簡
単
在
る
四
問
に
つ
き
で
研
究
す
る
の
利
益
を
放

い

た
｡
従
っ
て
蝿
は
再
三

凹
閲
を
見
舞
っ
た
｡

ナ
氏
は
頼
時
日
に
日
本
金
性
の
地
質
概
要
を
知
る
串

は
主
目
的
を
置

い
た
故

1
地
方
の
精
査
に
従
事
し
た
蔀

は
極
め
て
少
夜
-
､
ラ
イ
マ
ン
氏
の
如
-
油
EE
炭
肘
の

精
査
を
夜
し
カ
と
は
趣
を
異
に
L
y
居
る
｡
氏
は
四
年

の
後
日
本
始
め
で
の
金
岡
地
質
閲
(
北
港
道
を
除
-
)
敬

追
-
上
げ
た
.
翌
年
乃
は
ち

一
八
八
五
年
に
は
､
口
本

群
島
構
造
及
S
.成
諭
を
著
は
し
､
之
を
地
栗
岡
の
解
説

藩
と
し
て
同
年
の
商
鯛
地
質
拳
骨
に
提
出
し
､
同
時
に

ナ
ウ

マ
ン
氏
小
冊
'
フ
ォ
ッ
サ

マ
グ
ナ
'
滑
川
風
発

壬

一一1

1■

t
tt1
一書
t一一II

口
木
地
貿
概
杏
の

一
段
落
を
つ
け
火
の
で
あ
っ
カ
｡
之

に
よ
っ
て
始
め
て
､
査
問
の
地
異
諸
系
統
の
布
術
及
其

構
造
の
大
貌
は
確
定
さ
れ
た
｡
素
よ
か
幾
多
の
瓢
殊
に

時
代
論
に
於
で
幌
陳
又
は
誤
謬
を
免
れ
夜
か
つ
ね
｡
例

へ
ば
中
生
代
の
植
物
化
石
は
皆
保
雁
と
n
れ
'
烏
の
鬼

石
茨
岩
は
三
塵
紀
と
疑
は
れ
'
外
昔
の
廉

い
中
生
地
帯

は
古
生
暦
と
苫
れ
ね
如
き
は
後
に
訂
正
n
れ
ね
事
で
あ

っ
た
｡
氏
は
宙
北
日
本
及
内
外
昔
の
別
を
私
め
､
其
境

界
在
る
横
断
的
の
中
央
破
綻
地
帯
及
耗
賃
約
の
中
央
構

造
線
の
大
根
幹
構
造
を
解
織
し
た
｡
尤
79
始
は
内
外
称

の
間
に
中
央
帯
在
る
凹
地
地
域
を
別
に
考

へ
ね
が
後
に

は
之
を
撤
去
し
た
C
叉
地
質
系
統
の
界
は
主
と
し
て
大

な
る
断
層
在
る
串
､

九
州
南
部
に
琉
球
山
脈
の
影
響
あ

る
串
を
絡
め
､
外
神
に
多
さ

逆
傾
単
科
暦
を
輯
倒
摺
曲

と
し
て
'
日
本
海
方
向
よ
･e

t凍
る
魔
力
に
蹄
し
た
｡
又

北
日
本
は
南
北
性
質
を
典
ほ
し
其
北
部
は
某
に
押
し
た

事
､
四
問
の
開
平
は
仁
淀
川
に
沿
ふ
線
に
ttJ､
落
ち
込

み
た
る
都
等
の
説
を
出
し
カ
｡

私
は

.L
々
ナ
氏
の
龍
を
誠
に
詳
述
せ
A
と
す
る
も
の

蓋
九

四
九



地

城

で
は
な

い
が
､
嘱
々
氏
の
フ
ォ
ッ
サ
･
マ
ブ
ナ
に
つ
き
て

は
､
少
し
く
触
れ
て
見
た
い
｡
之
は
第

一
の
記
念

物
で

あ
-
又
氏
の
狗
創
カ
の
豊
富
を

不
す
好
例
で
も
あ
-
､

且
之
に
は
今
西
動
も
す
れ
ば
'
誤
解
が
纏
は
る
と
思
は

れ
る
題
目
で
79
あ
る
か
ら
で
あ
る
｡

フ
ォ
ッ
サ
i

グ
ナ
は
､一
本
州
中
部
を
横
ざ
る
顕
著
な

る
凹
地
と
之
に
揮
ふ
火
山
の
大
噴
出
と
を
訟
明
す
る
為

は
ナ
氏
が
考

へ
出
し
た

一
大
裂
植
或
は

一
大
間
隙
で
あ

る
｡
此
親
睦
は
古

い
時
代
か
ら
時
々
開
き
樹
し
し
た
も

の
と
し
て
居
る
｡
今
の
知
識
は
よ
-
其
地
質
的
意
義
を

詮
じ
っ
め
れ
ば
､
此
方
南
の
第
三
紀
始
の
源
と

一
致
す

る
も
の
で
あ
る
.

始
は
唯
漠
然

ダ
ラ
ー
ペ
ン
(
凹
地
)

と
し
た
が
後
に
フ
ォ
ッ
サ
･
マ
グ
ナ
の
名
は
よ
っ
て
其
裂

醇
が
現
れ
た
後
の
現
今
之
に
替
る
仙
匿
を
ホ
す
事
を
考

へ
､
其
範
囲
を
定
ひ
る
は
常

っ
て
､
氏
は
其
甜
頃
は
大

磯
糸
魚
川
-
静
岡
線
に
求
め
､
兼
境
は
南
部
は
観
光
山

地
古
庄
厨
の
酉
及
南
の
繰
蓮
と
し
た
が
其
北
部
に
は
古

層
の
露
出
の
在

い
の
け
苦
み
､
地
形
を
☆
山と
し
て
ー
千

堺

田
班

三
台

五

〇

曲
川
上
流
よ
か
信
越
戟
遭
線
路
に
沿
払
､
海
に
至
る
も

の
と
し
た
｡
之
は
頗
る
崩
し
た
境
界
に
過
ぎ
覆

い
が
此

地
域
を
以
て
､
大
数
櫨
の
痕
跡

S
p
u
T
ein
er
g
ros
sen

Z
e
rr
eissu
n
g
,
ein
er
grossen
QueT
SP
a
lte
と
し
た
｡

氏
は
大
盤
醇
の
成

因
を
階
段
は
求
めず
し

て
商
北
日
本

が
此
塵
は
曳
き
裂
か
れ
大
間
院
が
開
か
れ
カ
と
し
た
｡

氏
は
南
日
本
轡
に
つ
き
で
は
'
由

元
論
者
で
あ
る
が
此

裂
開
は
つ
き
で
は
新

は
起
っ
た
七
島
山
脈
の
兼
に
向
ふ

運
動
の
飴

波
は
よ
る
も
の
と
し
ね
｡
乃
ち
之
は
よ
さ
凹

地
と
火
山
と
の
両
者
の
成
因
を
共
同
の
カ
に
揺
す
る
巧

妙
n
堅

不
し
た
.
氏
は
裂
開
の
罫
を
主
は
し
て
叙
述
し

地
塊
の
運
動
に
つ
き
で
は
明
言
,<LJ避
け
て
居
る
が
氏
の

所
謂
七
島
山
脈
運
動
の
方
向
か
ら
'
叉
南
日
本
は
平
静

で
あ
る
間
に
北
日
本
は
裂
値
と
仙
姦
-
佐
渡
断
層
線
と

の
間
は
魔
力
を
受
け
ね
と
せ
る
轟
か
ら
見
て
も
北
=
本

の
南
部
が
東
に
動

い
た
と
し
ー
而
し
て
其
運
動
は
魔
柿

と
し

て措
い
た
と
し
ね
蔀
は
窺
は
れ
る
｡
氏
は
地
塊
の

.u
動

す
る
革
に
つ
d
uで
諏
識
し
て
居
た
革
は
南
日
本
の

大
,3,3動
に
つ
き
で

記
し
て
屠
る
非
か
ら
明
か
で
あ
る
が



何
故
に
此
考
を
フ
ォ
ッ
サ
･
マ
グ
ナ
の
場
各
は
用
ひ
な
か

つ
ね
か
､
其
排
由
は
別
は
察
せ
ら
る
ゝ
も
の
が
あ
る
が
､

茄
に
は
同
氏
が
地
塊
大
移
動
論
の
先
駆
と
し

て裂
開
ダ

ラ
ー
ペ
ン
と
も
こぶ
ふ
べ
き
詮
を
提
唱
し
｣

此
動
力
と
し

て
七
島
山
脈
の
運
動
を
揃

へ
凍
っ
た
其
桐
眼
を
栴
揚
し

た

い

0

次

に
抵
抗
鰹
と
し
て
の
フ
ォ
ッ
サ
ユ

ダ
ナ
ほ
つ
い
て

は
人
動
も
す
れ
ば
､
ナ
氏
は
之
が
為
に
フ
ォ
ッ
サ
÷

グ

ナ
紅
葉
出
し
カ
と
す
る
が
'
触
ら
ざ
-
し
事
は
'
前
述

の
通
-
で
あ
る
.
然
し
之
は
確
か
に
東
軍
在
る
役
割
で

あ
っ
た
｡
氏
は
其
西
側
の
山
機
の
特
異
の
韮
療
及
後
曲

は
､
フ
ォ
ッ
サ
ユ

ダ
ナ
が
障
壁
と
在
っ
た
馬
に
起
っ
た

と
し
た
｡
之

は
.,,h
ユ
ラ
や
ア
ル
プ
ス
は
例
の
あ
る
事
で

あ
る
｡
東
亜
山
脈
の
槽
威
-
ヒ
ト
ホ
I
へ
ン
氏
は
､
之

A
.以
て

Riick
st
aub
･K
ettu
n
g

の

1;
例
と
し
た
が
､

力
の
活
き

に
つ
き

で
は
ナ
氏
と
同
意
で
あ
っ
た
｡
相
之

は
対
し
て
其
後
抵
抗
不
必
要
の
解
秤
･@
出
て
居
る
｡

フ
ォ
ッ
サ
｡
マ
グ
ナ
の
抵
抗
鰻
と
し
て
の
構
造
は
つ
き

で
は
､
格
別
明
言
し
て
屠
覆

い
が
'
其
充
填
物
と
し
て

ナ
ウ
マ
ン
氏
小
話
'
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
､
野
川
風
発

火
成
岩
に
韮
さ
を
置

い
た
革
は
確
で
あ
-
､
多
-
の
岩

株
健
を
此
中
に
含
ま
し
め
で
居
る
か
ら
し
て
も
､
貫
入

岩
の
大
小
操
漆
に
よ
-
て
､
必
要
在
る
程
度
の
弧
化
が

程
ら
る
べ
き
を
察
せ
ら
れ
る
｡

ナ
ウ

マ
ン
氏
以
来
我
々
は
､
樽
統
的
に
摺
曲
山
脈
の

考
に
浸
潤
し
て
居
る
｡
同
時
に

｢
鱗
片
構
造
｣
を
取
入

れ
て
居
る
が

､英
資
管
に
青
ん
で
ゐ
る
｡
ナ
ウ
マ
ン
氏

日
本
調
査
時
代
に
巳
に
ス
コ
ツ
ー
ラ
ン
ド
に
於

で

は

H
igh
la
n
d
stru
ctu
re
の
明
解
を
稗
で
居
た
革
む
恩

へ

ば
､
賓
は
日
本
の
山
岳
の
構
造
に
つ
き
異
相
を
知
る
事

の
困
難
を
戚
ぜ
ざ
る
を
稗
覆

い
｡
此
現
状
に
於
で
､
其

常
識
的
在
る
事
と

1
貫
性
は
於
で
'
優
越
の
地
位
を

_

ひ
る
ナ
ウ
マ
ン
氏
の
抵
抗
散
の
如
0
,は
'
容
易
に
滅
び

る
と
は
恩
は
れ
な

い
｡

ナ
氏
の
大
盤
櫨
の
考
は

fi
朝
に
し
て
出
水
ね
も
の
で

は
な
-
､
氏
は
衆
朝
の
年
､

一
日
.
八
ヶ
岳
の
麓
の
平

伴
の
峠
に
立
ち
で
､
前
に
は
釜
触
.･･､川
の
平
野
を
隔
て
J

赤
石
山
脈
の
連
峰
恕
仰
ぎ
､
左
は
は
的
束
山
地
の
線
鼎

を
な
す
川
曙
の
上
は
温
か
に
富
士
の
秀
峰
の
饗
ゆ
る
を

.L./tt

証

.1



地

球

鱒

二
十
大
令

兄
で
､
其
光
景
の
怪
位
に
鰐
欺
し
た
と
云
ふ
y
屠
る
O

其
後
胤
を
錬
る
事
多
年
'
始
め
て
敬
表
し
次
の
が
此
大

裂
醇
散
で
あ
っ
た
.
併
し
敢
初
'
乃
ち

.i
八
八
五
年
の

歯
間
地
質
拳
骨
に
は
地
匿
名
と
し

てG
rosser
G
rab
en

と
名
付
け
た
｡
之
は
ダ
ラ
ー
ベ
ン
の
普

通
語
の
意
味

の

溝
又
は
濠
よ
-
凍
る
箪
在

る
凹
地

の
意
味
で
あ
っ
た
.

氏
は

S
e
nk
u
n
g
.
D
ep
re
ssion

も
同
じ
意
味
に
使
っ

た
｡
ハ
ズ

ユス
氏
が
グ
ラ
ー
ペ
ソ
を
地
質
的
ほ
階
段
地
塊

と
定
義
し
た
の
正

'
其
二
年
前
は
過
ぎ
覆

い
.)
併
し
後

に
ナ
氏
は
離
解
を
恐
れ
て
'
成
因
的
意
義
を
含
ま
ざ
る

フ
ォ
ッ
サ
i

グ
ナ
の
新
ラ
テ
ン
名
を
作
身
'
(
同
年
或
は

翌
年
?
)
ド
イ
ツ
地
班
撃
骨
に
発
表
し
た
｡
(
一
八
八
六

年
印
刷
)
其
後

'1
八
八
八
年
ズ
ユ
ス
･原
田
両
氏
各
作
の

封
曲
数
班
で
､.
大
ダ
ラ
ー
ベ
ン
の
春
在
を
否
寵
し
わ
｡

俳
も
之
は
ナ
氏
の
考

へ
も
せ
ぬ
断
層
階
没

L.t
ypi
s

ch
e

G
Tabe
ns
enku
ng
"
の
否
髄
で
あ
っ
カ
｡
ナ
氏

は之
を

遺
戚
と
し
で
押
切
に
力
め
､
又
封
曲
紋
に
封
し
て
は
.

其
力
の
方
向
の
鵜
川
iqt･Sる
革
及
同
殻
に
ょ
れ
ば
､
此
感

け
は
鷹
綿
が
起
る
故
､
火
山
や
凹
地
が
在
か
る
べ
q
J非

鉾
田
批

二仝

五
二

を
根
櫨
と
し
て
論
駁
し
た
｡
要
す
る
に
は
氏
は
ダ
ラ
ー

ペ
ン
の
語
に
翻
さ
れ
た
る
の
で
は
あ
る
が
氏
の
超
時
代

的
の
考
が
排
解
n
れ
夜
か
っ
た
革
が
察
せ
ら
る
る
｡

氏
は
地
形
測
量
の
序
に
地
形
課
員
を
し
て
磁
力
測
定

を
を
n
し
め
カ
｡
其
結
果
場
所
に
よ
み
て
異
常
在
る
壁

化
が
静
め
ら
れ
た
｡
之
は
地
質
殊
に

フ
ォ
ッ
サ
ユ

ダ
ナ

J
J関
係
が
あ
る
と
の
考
を
起
し
､
之
を
唱
散
し
た
｡
魚

し
後
の
専
門
家
の
測
定
に
よ
れ
ば
此
の
如

き
閥
係
は
私

め
ら
れ
夜
か
つ
カ
｡

氏
は

1
八
八
五
年
腐
囲
後
背
時
ミ
品
ン
へ
ン
大
撃
助

教
授
と
し
て
居
ね
が
'
其
後
は
マ
イ
ン
河
畔
の
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
市
牢
水
位
の
地
と
し
.
世
界
的
の
覇
業
骨
就

た
る
メ
タ
ル
祉
'
後
に
は
他
の
髄
山
食
配
に
紬
係
し
て

居
た
.
其
間

に
於
で
氏
が
試
み
た
る
大
旅
行
は
バ
グ
ダ

ッ
ド
鉄
道
に
袖
す
る
資
源
調
査
二

八
九

〇
年
)黒
海
地

方
の
石
炭
調
査
二

八
九
三
)
メ
キ

,b
n
囲
髄
床
調
査

(

一
八
九
七
)
で
あ
っ
て
､
其
み
や
げ
と
し
て
小
ア
F,,h
ア

北
部
山
脈
の
封
曲
構
造
説
､
メ
キ
;>
コ
西
部
山
脈
は
大



津
側
-
-,･押
TDれ
て
拍
兼
ね
と
す
る
龍
が
あ
る
0
其
他

北
部
ア
フ
-
カ
ー
南
光
歓
洲
等
頗
-
兼
行
し
た
O

氏
は
中

年
後
に
於
で
､
回
顧
し
て
自
分
の
日
本
行
は

一
生
を
決
し
た
と
云
っ
て
居
る
が
'
日
本
は
於
て
始
め

て
腰
用
上
の
問
題
は
細
れ
'
自
然
に
終
生
臆
用
地
質
家

は
進
ん
だ
種
路
を

芸
っ
た
も
の
と
瓜
は
れ
る
｡
蓋
し
､

腰
用
地
質
家
の
任
務
の
大
部
は
地
質
構
造
問
題
の
秤
明

に
在
っ
て
規
模
の
大
小
の
差
こ
そ
あ
れ
難
解
の
鮎
に
於

て
は
日
本
地
質
構
造
に
此
し
て
劣
ら
ざ
る
問
題
に
骨
は

遭
遇
す
る
の
で
あ
る
が
'
氏
が
日
本
の
構
造
に
つ
き

で

示
し
た
天
黍
の
才
と
､
此
塵
ほ
て
程
ね
訓
練
と
は

氏
の

後
の
任
務
は
於
で
も
大
に
役
立
っ
た
革
と
恩
は
れ
る
｡

氏
は
達
筆
で
あ
っ
た
｡
日
本
の
地
質
地
排
は
観
す
る

論
文
は
二
十
種
に
上
る
が
'
教
委
更
な
る
薯
藩

｢
日
本

群
島
構
造
及
生
成
諭
し

の
如
き
'
豪
批
な
る
文
憶
の
内

は
二
股
句
を
動
線
せ
る

宛
然
日
本
風
景
論
と
も
見
え
､

時
に
は
熊
狩
の
話
が
飛
出
す
等
'
地
質
論
と
し
て
は
賓

に
典
例
の
藩
で
あ
る
.

一
八
九
三
年
に
出
版
せ
る

｢
金

角
か
ら

ユ
タ
フ
ラ
チ
ス
ま
で
｣
と
云
ふ
麓
行
記
は
好
評

ナ
ウ

マ
ン
氏
小
論
､
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
､
幣
川
風
紫

を
博
し
忽
托
し
て
裏
切
と
在
っ
た
･と
云
は
れ
る
0
氏
は

音
楽
に
長
じ
ー
又
日
本
の
銅
器
･
象
牙

･
彫
刻
･
木
版
･

漆
器
の
蒐
基
及
鋸
織
は
､
郷
関
に
放
て
釆
d
tJを
な
し
て

居
た
O
氏
は

1
九
二
七
年
二
月

.I
日
､

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市

は
於
て
七
十
四
歳
で
殺
し
た
.
氏
の
友
人
の
記
す
る
塵

に
ょ
れ
ば
'
晩
年
は
病
に
惰
n
れ
夜
が
ら
､
生
水
の
勤

勉
と
明
朗
と
を
矢
は
夜
か
っ
た
と
あ
る
.

氏
が
此
校
的
長
く
逗
留
し
て
居
た
土
佐
の
或
地
方
に

は
､
揮
竜
を
求
め
ら
る
J
ま
J
に
､
ド
イ
ツ
の
詩
人
の
句

を
毛
筆
ほ
で
脊

い
た
も
の
が
残
っ
て
居
る
｡
佐
川
町
の

或
宿
屋
に
は
之
が
額
に
な
っ
て
居
た
｡
其
下
に
私
は
化

石
採
集
家
の
外
山
矯
氏
の
｢
ノ
ー
マ
ン
先
生
｣
は
つ
き
語

る
散
開

い
お
の
で
あ
っ
た
｡
此
事
を
私
は
ナ
氏
は
話
し

ね
ら
笑
っ
て
い
た
づ
ら
む
し
た
と
云
っ
た
｡
此
日
柄

5,

た
づ
ら
は
珊
皆
を
も
の
で
氏
は
莱
末
の
役
所
に
於
で
ピ

ス

ト
ル
む
身

に
減
し
て
居
た
事
も
あ
っ
た
話
が
残
っ
て

居
る
｡

rJ
A
夜
番
が
氏
の
気
力
旺
盛
熱
烈
の
人
と
夜
･eh

の

一
報
を

不
す
79
の
で
あ
る
が
氏
の
封
立
者
で
あ
っ
た

ニ
(
1古

瓦
三



地

球

節
二
十
六
番

ラ
イ

マ
ン
氏
と
の
対
照
が
薯
七
-
戚
ぜ
ら
れ
る
｡
両
人

北
ハほ
俊
英
在
る
新
知
識
と
し
て
迎

へ
ら
れ
､
若
威
力
の

十
年
内
外
を
我
園
は
過
ご
し
各
々
典
つ
カ
型
鰭
の
地
質

調
査
の
駒
親
と
し
て
活
動
し
カ
革
は
珍
し
い
が
｡

一
足

先
は
衆
力
ラ
イ
マ
ン
氏
は

山
米
人
が
巻

い
た
悼
酢
に
あ

る
様
は
軸
の
聾
者

oneo
f
G

od.ssa
in
ts
.
al
th
ough

an
ath
eist
と
云
は
る
J
如

き
生
れ
な
が

ら
の
高
僧

型の
人

で
あ
っ
て
､
泉
的
及
油
圧t
の
来
閉
式
新
調
査
法

の
塵
歴
を
捗
っ
て
居
ね
か
ら
､
直
ち
に
之
を
我
問
は
鷹

用し
た
.
此
瓢
ナ
氏
が
大
撃
を
出
允
許
-
で
我
問
に
凍

て､
此
鹿
で
始
め
で
鋸
山
及
其
他
鷹
用
の
問
題
は
携
つ

た
の
と
は
大
は
趣
を
異
は
す
る
｡

二
九

〇
九
年
我
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
ナ
氏
を
尋
ね

て
怨
敵
を
る
待
遇
を
受
け
た
｡
普
時
氏
は
テ
ル

ス
と
云

ふ
銀
山
骨
配
は
勤
め
て
居
て
其
魔
で
技
師
長
格

の
職
務

は
在
っ
て
時
々
兼
行
79
夜
し
忙
し

い
と
云
ふ
た
｡
氏
は

ド
イ
ツ
領
南
洋
に
人
を
遭
-
カ

5,が
日
本
か
ら
在
れ
ば

悲
-
で
便
利
だ
が
､
経
か
岩
石
の
わ
か
る
通
常
の
人
は

な

い
か
､
経
基
は
ど
う
だ
等
の
話
h
lL
カ
0
今
か
ら
息

解
四
鞭

天

田

五
四

ふ
と
燐
鋸
か
ア
ル

ミ
助
か
に
捕
係
の
革
で
あ
っ
光
と
考

へ
ら
れ
る
｡
式
は
唯
快
を
る
膏
年
の
次
男
は
市
中
を
境

内

ruせ
允
復
毛

へ
招
待
し
わ
｡
氏
は
郊
外
の
ク
ク
ヌ
ス

山
脈
を
眺
め
る
鹿
色
の
好

い
新
式
ア
パ
ー
･L
は
次
男
の

外
は
番
は
長
ず
る
と
云
ふ
少
女
と
妹
と
共
は.
住

人
で
居

た
｡
夫
人
は
先
年
苑
L
t
長
男
は
ド
レ
ス
デ
ン
市
工
業

大
導
の
土
木
科
の
助
手
を
し
て
居
た
｡

氏
は
色

々
を
談
話
の
中
は
秩
父
三
峯
山
登
山
口
の
数

川
の
風
濃
を
畢
げ
で
絶
讃
し
允
｡
諸
種
の
日
本
風
景
に

接
嫡
し
溌

氏

が
何
故
は
件
に
之
を
推
馨
し
允
か
｡
私
は

元
凍
､
風
景
観
は
乗
象
的
環
境
と
個
人
的
心
境
と
は
支

配
さ
る
J
事
多
大
な

ら
と
の
考
を
持
っ
た
為
此
秩
父
盆

地
の
推
賞

に
勤
し
で
常
時
は
蝕
み
注
意
せ
ず
探
-
語
る

革
も
せ
改
正
だ
｡
併
し
後
に
氏
の
覚
誤
の
特
典
な
る
事

に
戚
じ
'
叉
氏
は
骨
で
或
冬
の
塞
峯
に
庄
内
鶴
岡
町
の

宿
屋
の
屋
根
上
に
随
行
の
地
形
課
員
を
動
員
し
､
兼
の

連
山
の
見
取
間
を
轟
か
せ
て
､
彼
等
h
l泣
か
せ
た
事
が

あ
っ
て
､
其
番
は
地
質
調
査
朗
は
磯
-
､
氏
の
地
形
に

封
す

る嵐
ハ創
芸
を
示
し
光
琳
夜
ど
忠

弘
州
HL
､
此
秩
父



凪
灘
の
報
散
の
希
盤
を
起
し
滋
が
今
相
磯
を
糧
卑
小
却

敬
遺
憾
と
し
て
居
る
｡
蓋
し
丘
陵
地
､
浸
蝕
轟
地
∵

プ

レ
ー
ス
､
泥
-
刻
め
る
河
に
よ
･Ja
で
開
展
さ
れ
た
池
雅

を

均
寮
が
氏
の
審
美
眼
を
引
き
つ
け
た
轟
は
察
す
る
に

刺
-
な
い
｡
其
後
此
事
を

互
智
部
博
士
に
話
し
た
ら
､
を

の
賀
川
に
つ
き
て
は
面
白

い
事
が
あ
る
と
孟

nFt
つ
A
.

成

年
地
筑
見

警

侶

ナ

ウ
マ
ン
氏

に
引
率
せ
､見
た
地
贋

及
球
讐

準

生
数
名
は
米
川
に
約
ふ
て
秩
父
鈷
地
に
入
っ
た
O
共
時
'
私
は
河
肺
に

て
砂
余
を
噛
ん
だ
濃
を
孜
兄
し
て
･
ナ
ウ

マ
ン
氏
に
米
め
ら
れ
た
串
等

あ
っ
て
､
遊
ん
で
資
川
綿
畔

の
宿
願
に
泊

っ
た
｡
約
め
て
挿
入

の
珍
客

を
見
た
人
々
の
幣
は
多
大
で
あ
り
た
が
ー
柄

の
女
主
人
は
私
に
耳
綿
し

て
云
ふ
に
は
,｢
あ
ん
な
立
派
な
人
外
此
牡

の
中
に
あ
ら
う
と
は
思
は
な

ん
だ
｣
と
て
如
何
に
も
感
擬
し
て
解
た
｡

青

春

に

溢

れ

た

る

白

人

の

透

徹
清
澄
在
る
色
彩
は
我

の
精
と
で
79
見
え
ね
で
あ
滝
う
其
人
も
'
私
の
過
っ
た

時
は
痩
型
の
光
頭
の
好
々
爺
と
在
っ
て
居
た
.
春
風
秋

雨
六
十
年
人
巳
に
遠
-
苗
に
磯
讃
奇
遇
の
任
話
を
俸

へ

で
ナ
ウ
マ
ン
氏
の
魂
の
舘
つ
カ
雛
源
の
風
色
が
世
に
覗

は
る
J
機
縁
i
jな
ら
人
事
を
希
望
す
る
｡

福

知

山

盆

地

と

由

早

川

所
要
地
圃

二
十
溺
分
ノ
一
軒
開
脚

新
都
及
大
-

混
濁
分
ノ
一
地
形
樹

洞
卿
川
､
綾
部
'
大
江
山

二
頂
五
千
分
二

地
形
問

締
知
山
水
部
及
同
西
部

揃
知
山
盆
地
と
由
良
川

八
ー

田

久

太

郎

一
､
地

形

二
十
寓
分
二

帝
開
聞
京
都
及
大
阪
淡
の
北
西
部
を

アヤ
ベ

占
め
る
稲
知
山
盆
地
は
'
兼
は
綾
部
か
ら
酉
は
両
知
山

云

温

五
五


